
名寄市民劇

映画を愛する男の映画にならない人生の紆余曲折を描いた物語。鋭意執筆中！

演
出

10月上～中旬に顔合わせを実施。
その後、週２～３回程度を予定(平日19時頃から２時間程度)。
全てに参加できなくても構いません。配役やセリフ量などで調整可。
名寄市民以外も申し込み可能。

2025 12 14

EN-RAYホール開館10周年記念

sun

稽
古

名寄市西13条南４丁目２番地　名寄市民文化センター内

名寄市教育委員会社会教育課文化振興係

TEL:01654-2-2218

(予定)

富田 耕一郎(SWANK企画)

脚
本

問
い
合
わ
せ

『エンドロールには
　　　　　まだ早い』

弦巻 啓太(弦巻楽団)

申し込みはこちらから(９月26日金まで)

EN-RAYホールの開館10周年を記念して市民劇を開催します。
札幌を拠点に活動する劇団 弦巻楽団の代表弦巻啓太氏による完全オリジナル、
名寄市民劇のための脚本を市民の手でEN-RAYホールの舞台に実現します。
キャストの他にも衣装など技術スタッフも募集します！
あなたの才能を生かしてぜひご参加ください。

キャスト
スタッフ大募集！


